
本年度平
均 4.01

A B C D E

5 4 3 2

実践
目標

１　Webサイトの定期的な更新や、ライデンメール、祥雲通信・年次通信等の
定期的発行により、情報発信に努める。

成果
＆

課題

・各年次の年次通信がこまめに発行されていて、内容も充実しており、生徒
も保護者も学校の様子がよくわかってよいだろうなと思っています。
・保護者連絡アプリを使って学校からの連絡や保護者からの出欠連絡を行う
学校が増えている。本校でも働き方改革の一環で導入を検討してもよいので
はないだろうか。
・部活動のHPの更新をもっと行い、広報活動を行いたい
・ホームページの情報発信の狙いが曖昧である。更新が目的ではなく、効果
的な発信と狙いを共有すべきである。
・年次の先生のリレー通信や、生徒の感想を盛り込み、読みやすく刺激にな
る紙面づくりを心がけた。

実践
目標

２　学校評議員会において、学校の教育活動について幅広く意見を聞き、地
域社会からの支援・協力を得ることで今後の教育活動に生かす。

成果
＆

課題

実践
目標

３　「星空教室」「こうみん未来塾」等の特色ある行事を通じて、保護者・
地域社会との連携を密に行い、協力関係を推進する。

成果
＆

課題

・本校の地域との連携行事は非常に活発かつ有益なものと思いますがが、広
報活動がまだまだ不十分であると感じられます。具体的には、丹有地区の他
高校では本校の活動が殆ど認識されてないでは感じます。

実践
目標

４　　生徒指導に対する全教職員の共通理解を図り、生徒指導部と各年次が
連携して指導する。

成果
＆

課題

実践
目標

５　生徒についての情報交換を密に行い、人間的な触れ合いを通じて生徒理
解を図る。

成果
＆

課題

・年次が抱え過ぎているように思える。もう少し客観的に助言が必要ではな
いか。

実践
目標

６　キャリア教育に対する全教職員の共通理解を図り、３年間の進路指導計
画に基づき、ガイダンス部と各年次が連携して指導する。

成果
＆

課題

実践
目標

７　３年間のキャリア教育・進路指導計画に基づき、進路ＬＨＲ・集会・探
究活動等で職業観・勤労観の育成を図るとともに、進路意識を高めさせる。

成果
＆

課題

・幅広い職業人の講話を聴く機会を設けるべき。例年の行事というようなマ
ンネリ化を改善する必要あり。

実践
目標

８　進路調査や個人面談等を通じて、生徒の進路希望の理解に努め、個々の
生徒に応じたきめ細かな指導により、希望進路を実現できる力を育成する。

成果
＆

課題

・年次では、進路ガイダンスと協力してencourage面談を行い、個人的にも各
模試ごとに2割弱の生徒と面談を行なった。

実践
目標

９　公開授業・研究授業等、実践的な研修を推進し、教科の指導力を高め
る。

成果
＆

課題

実践
目標

10　研修を計画性をもって定期的に実施し、教職員としての職能を高める。

成果
＆

課題

実践
目標

11  教育公務員としてのモラルについての研修を深め、明るい職場づくりに
努める。

成果
＆

課題

実践
目標

12  学校の実情に即した危機管理マニュアルを点検し、職員研修等を通じて
共通理解を図る。

成果
＆

課題

実践
目標

13  定期的に防災訓練や講話等を行い、防災・安全教育を推進するととも
に、日頃より、三田市防災安全課や警察・消防署・病院等、関係機関との連
携を密にする。

成果
＆

課題

・実際に地震等の大規模災害が起きた想定の訓練ができていない。火災の想
定だけでは不十分に感じる。

実践
目標

14  観点別評価規準を設定し、生徒の学力を客観的に把握するとともに、指
導と評価の一体化を図る。

成果
＆

課題

・教科の観点別評価規準は、現在作成中である。
・評価規準の作成が課題。

実践
目標

15  習熟度別授業、少人数授業、ＩＣＴ機器の活用など、個に応じた指導方
法を工夫する。

成果
＆

課題

・本校は習熟度授業、少人数授業が多く実施され生徒にとっては非常に有意
義な授業を受けることが可能であると思う、また多くの授業でプロジェク
ター等を使用した授業が効果的になされている。
・特にICT機器の活用が進んだと思う。
・できるところから授業のリモート配信を認める方向にするべきではないだ
ろうか。段階的に研修を通してどの授業でも配信できるようにすべき。

実践
目標

16  探究活動を中心に自主的・体験的・問題解決的学習を展開し、習得した
技能やメソッドを各教科の指導に生かす。

成果
＆

課題

・探究的な活動を教科の学習に生かすには至っていない。
・各教科の学習を探究活動で生かすべきのように思うので、目標が反対では
ないだろうか。
・探究活動（文系）が先輩の実践踏襲型となっており、本当に興味があるも
のに取り組めていないケースも散見されるのが課題。

実践
目標

17  探究活動を中心に、論理的に言語を運用する能力を育成する。

成果
＆

課題

実践
目標

18  高大連携や高社連携による学習や外部講師による講義等を積極的に推進
し、学習機会の拡大と学習意欲の向上を図る。

成果
＆

課題
・生徒の多様性に対応すべく幅広い分野の講師、講演が必要ではないか。

令和4年度　兵庫県立三田祥雲館高等学校「学校自己評価」
A・・・よくできた　　　B・・・できた　　　C・・・あまりできなかった　　　D・・・できなかった　　　E・・・わからない

昨年度
平均 4.00

領域 評価の観点 評価項目 実践目標と成果＆課題
本年度
総合評
価

昨年
度
総合
評価

本年度
自己評

価

昨年
度の
評価

学

校

運

営

開かれた学校
づくり

家庭や地域への情報
発信

A B

4.33 4.36

進路指導・
キャリア教育

48 43 5 5

学校評議員制度等を
活用した学校運営の
推進

4.14 4.04 23 60 5 3 10

行事等を活用した保
護者・地域との連携

4.38 4.09 48 43 5 3 3

生徒指導

生徒指導方針の確認
と指導体制の推進

B B

4.13 4.03 28 60 10 3 0

生徒の内面の理解を
図る指導の工夫

4.30 4.06 38 55 8 0 0

進路指導・キャリア
教育体制の充実

A B

4.23 4.15 33 55 10 0 3

職業観・勤労観の育
成と進路意識の向上 4.31 4.12 35 58 5 0 3

主体的な進路選択能
力の育成

4.46 4.27 50 43 5 0 3

学

校

運

営

教職員の資質
の向上

実践的指導力の向上

B B

4.15

計画性を持った研修
の実施 4.15

教職員のモラル向上 4.21

0

4.03 30 58 10 3 0

28 63 8 0 3

3.77 28 63 8 3

実効ある学校マニュ
アルの策定

B B

4.03 3.79

3.97

18 63 15 0 5

家庭・地域・関係機
関と連携した危機管
理体制の推進

4.29 4.33 33 58 0 5

教

育

課

程

基礎基本の定
着

生徒の学力の把握と
評価規準の設定 B B 4.13 3.91

危機管理体制
の整備

個に応じた学
習指導の徹底

指導方法の創意工夫 A B 4.45

5

48 50 3 0 0

25 58 13 0 5

体験的・問題解決的
な学習の展開

B B

4.22 4.00

4.24

35 43 15 0 8

言語運用能力の育成 4.24 3.82 33 53 10 0 5

大学との連携 4.23 4.24 33 55 10 0 3

自ら学び自ら
考える力の育
成



A・・・よくできた　　　B・・・できた　　　C・・・あまりできなかった　　　D・・・できなかった　　　E・・・わからない

A B C D E

5 4 3 2
実践
目標

19  探究推進委員会やＳＳ探究Ⅰ・ＳＳ探究Ⅱ・ＳＳ探究Ⅲの担当教員会議
により、連絡・調整を図る。

成果
＆

課題

・探究の時間についての連絡が、前日or当日にされることが多く、準備する
時間がない。

実践
目標

20  ルーブリックやポートフォリオによる評価、研究発表の審査、生徒の自
己評価、教員による口頭試問等様々な評価方法を学習内容の特性に応じて行
う。

成果
＆

課題

・ルーブリックの内容が、評価に適応しないことがある。年度末に見直すだ
けでなく、常に確認、更新をしていくべき。

実践
目標

21  授業や体験活動を通して自然科学に対する興味・関心を高める工夫を行
い、学習意欲を喚起する。

成果
＆

課題

実践
目標

22  より高度な理数教育を推進していくための教員の協力体制を構築し、研
修を深める。（ＳＳＨ運営委員会、各ワーキンググループ等）

成果
＆

課題
・ワーキンググループの在り方の検討が必要と考える。

実践
目標

23  Webサイトや探究・情報推進部通信等により、学校内外に理数教育（ＳＳ
Ｈ事業）の推進に関する取組を広報する。

成果
＆

課題

実践
目標

24  １年間のホームルームを計画的に実践し、生徒の自主性・自立性を高め
る。

成果
＆

課題

実践
目標

25  学校行事への生徒の積極的な参加を促進し、学校行事を活性化させると
ともに、生徒自らが学校づくりに参加できるよう、生徒会活動の活性化を図
り、充実させる。

成果
＆

課題

実践
目標

26 健康教育に関する各種講演会の開催や保健だよりの発行、生徒保健委員会
活動を通じて保健・安全に関する意識の向上を図る。

成果
＆

課題

実践
目標

27  学校における、各清掃区域の清掃活動を通して、衛生・美化意識の向上
を図る。

成果
＆

課題

・大清掃では普段できていない区域に割り当てを行うべき。自転車置き場、
落ち葉の対応、渡り廊下など必要な個所は多い。
・各クラスの環境委員をもっと活用すべきだと思う(落ち葉の時期のほうき掃
き等)

実践
目標

28  実践的な英語運用能力の向上はもとより、国際的な視野に立って主体的
に行動する姿勢と能力の基礎を培う。

成果
＆

課題

実践
目標

29  ALTの活用、しゃべTime、SSH台湾課題研究交流（オンライン）、教科指
導等の機会を通して、異なる文化を理解する姿勢を育む。

成果
＆

課題

実践
目標

30  人権教育推進委員会を中心に職員の協力体制を構築し、計画的に実践す
る。

成果
＆

課題

実践
目標

31  人権ＬＨＲや人権講演会等の配置を通して、生徒の身近な問題から人権
を尊重する態度を涵養する。

成果
＆

課題

実践
目標

32  生徒の情報活用能力の育成を図り、情報機器並びに図書を有効かつ能動
的に活用できる資質を育成する。

成果
＆

課題

実践
目標

33  情報通信機器の運用や情報発信に伴う責任やリスクを理解させる。

成果
＆

課題

・2年次では、夏休み前に講師をお呼びし、情報モラル研修会を生徒向けに行
なった。

実践
目標

34  「オープンハイスクール」等を計画的に企画・実施し、中学生やその保
護者への広報活動を充実させる。

成果
＆

課題

・部活動の効果的なPRができていないため、勉強と部活を頑張りたい活発な
生徒への魅力発信が必要ではないか。

実践
目標

35  いじめの予防、早期発見と組織による速やかな対応を図り、生徒の人権
をまもり、安全・安心な環境づくりに努める。

成果
＆

課題

実践
目標

36 新型コロナウイルス感染防止の為に、ネットコモンズや
googleclassroom、webex等活用し、教職員間や生徒との連携を図る。

成果
＆

課題
・動画配信よりGoogle classroomの方を活用した

実践
目標

37 祥雲祭、祥雲探究祭、体育大会等の学校行事を新型コロナウィルス感染防
止に配慮し実施する。

成果
＆

課題

実践
目標

38　新型コロナウィルス感染症の感染拡大防止を図り、安全な学校環境を保
持する。

成果
＆

課題
・換気が不十分

① 各評価項目について、よくできた・・・５点、できた・・・４点、あまりできなかった・・・３点、できなかった・・・２点
と評価点を与える。（評価点の最高は5、最低は2、中間は3.5になる。）

② 各評価の観点ごとに全教員の評価点の平均を算出し、その平均が
　　4.25以上ならば「Ａ」、　3.75以上4.25未満ならば「Ｂ」、　3.25以上3.75未満ならば「Ｃ」、
　　　2.75以上3.25未満ならば「Ｄ」、　2.75未満ならば「Ｅ」と記号化し、上表の評価の欄に記す。

領域 評価の観点 評価項目 実践目標と成果＆課題
本年度
総合評

価

昨年
度
総合
評価

本年度
自己評

価

昨年
度の
評価

教

育

課

程

自ら学び自ら
考える力の育

成

教職員の協働体制の
確立

B B

4.10

評価方法の創意工夫 4.15

ＳＳＨの取組

学習意欲の高揚

0 3

4.00 33 45 18 3 3

33 58

4.09 25 63 10

推進体制の構築 3.94 4.11 10 60 15B B

4.29 4.20

60 8 0 8

5 0 5

0

ホームルーム活動の
活性化

A B

4.28 4.17

15

広報活動の充実 4.19 4.25 25

30 55 5 0 10

学校行事と生徒会活
動の活性化 4.44 4.09 45 50 0 3

課

題

教

育

保健・環境教
育

保健意識の育成

B B

4.19 4.06

特別活動

美化意識の向上 4.13 4.15 23 65

3

20

25 60 8 0 8

8

10 0 3

国際教育

海外語学研修

A B

4.14 3.50

65

60 8 0 13

異文化理解 4.38 4.04 43 43

0

0 8

人権教育

人権教育推進体制へ
の取組

B B

4.05 4.06 18

10

8 3 8

確かな人権意識の育
成 4.24 4.06 30 55 8

8

8

情報教育

情報活用能力の育成

B B

4.26 4.19 40 45

4.33

3 3

情報モラルと自己防
衛力の育成

4.22 4.13 30 53 10 0

いじめ防止 人権と安全 A B 4.41

広報活動
中学生とその保護者
を対象とした取組 A A 4.54

43 53 3 0 3

55 40 3 0 3

A A

4.29

4.58

4.38

4.18

4.31

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
対
応

危機管理体制
の整備

38 48 10 0

4.27 60 38 3

新型コロナウィルス
感染症に対応した教
育活動 0

4.21 43 53 5 0 0

5

0


